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鹿屋市営住宅条例施行規則の一部を改正する規則 

鹿屋市営住宅条例施行規則（平成18年鹿屋市規則第176号）の一部を次のように

改正する。 

第１条の２第１項第１号ア(ｱ)中「１級から４級」を「１級から６級」に改め、

同号ア(ｲ)中「１級又は２級」を「１級から３級までのいずれか」に改め、同号ア

に次のように加える。 

(ｴ) 難病等（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

施行令（平成18年政令第10号）第１条に規定する特殊の疾病をいう。）に

よる障害 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（平成17年法律123号）第４条第１項により主務大臣が定める程度 

第１条の２第２項を削る。 

第２条の次に次の１条を加える。 

（緊急連絡人） 

第２条の２ 入居決定者は、入居者と連絡が取れないときその他市営住宅等の管理

に支障が生じたときに緊急連絡先となる者（以下「緊急連絡人」という。）を１

人以上確保しなければならない。ただし、市長が特別の事情があると認める者に

ついては、この限りではない。 

第３条第２項を次のように改める。 

２ 誓約書には、次に掲げる書類を添付しなければならない。 

(1) 緊急連絡人が個人である場合には、緊急連絡人の運転免許証、旅券その他の

本人であることを確認するため市長が適当と認める書類の写し 

(2) 緊急連絡人が法人等である場合には、市長が別に定める書類 

第３条第３項及び第４項を削る。 

第６条を次のように改める。 

（緊急連絡人変更届等） 

第６条 入居者は、緊急連絡人が次の各号のいずれかに該当することとなったとき

は、速やかに緊急連絡人を変更し、緊急連絡人変更届（別記第５号様式）に新た

な緊急連絡人の運転免許証、旅券その他の本人であることを確認するため市長が

適当と認める書類（法人等である場合には、市長が別に定める書類）の写しを添

えて、市長に提出しなければならない。条例第12条第２項の市長の承認を受けよ



うとする者は、連帯保証人変更承認申請書（別記第５号様式）に新たに連帯保証

人になろうとする者との連署（新たに連帯保証人になろうとする者が法人である

場合は、その者については記名押印）による誓約書を添えて、市長に提出しなけ

ればならない。 

(1) 死亡し、又は解散したとき。 

(2) 住所又は居所は不明となったとき。 

(3) その他緊急連絡人としての役割が果たせなくなったとき。 

２ 入居者は、緊急連絡人の住所又は氏名（法人にあっては、主たる事務所の所在

地又は名称）に変更があったときは、速やかに緊急連絡人住所等変更届（別記６

号様式）に当該変更があったことを証する書類を添えて、市長に提出しなければ

ならない。 

第９条第２項中「及び第３項」を削る。 

別記第２号様式を次のように改める。 

  



第２号様式（第３条関係） 

 

  



 別記第２号の２様式を削り、別記第５号様式を次のように改める。 

  



第５号様式（第６条関係） 

 

 

  



別記第６号様式を次のように改める。 

  



第６号様式（第６条関係） 

 

 

 

 

  



附 則 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

 


